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６章 災害廃棄物処理対策

（１）災害廃棄物処理の全体像
本市における災害廃棄物処理に係る基本的な流れは，図２-６-１に示すとおりとす

る。

図２-６-１ 災害廃棄物処理に係る基本的な流れ
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（２）発生量・処理可能量
水害では，家具や家電等の家財が浸水により廃棄物となったものが多く排出され，

地震では，家屋が損壊し，木くず，コンクリートがら，鉄骨，壁材，断熱材，瓦，ス
レート，石膏ボード等の構造部材が廃棄物として排出されるため，災害に応じた推計
を行う。

◆発生量の推計は，仮置場の設置や災害廃棄物の処理計画等に影響するため，重要
である。建物の被害棟数を把握し，発生原単位を用いて推計する。

◆発災後は，処理の進捗に合わせ，実際に搬入される廃棄物の量や，被害状況の調
査結果に基づき，発生量推計の見直しを行う。

表２-６-１ 災害廃棄物の種類別発生量（ｔ）

（３）処理スケジュール
過去の大規模災害の事例では，最大３年以内に処理業務を完了していることから，

処理期間を３年とし，表２-６-２のスケジュールを目安とする。実際に災害が発生し
た際には，被災状況によって処理期間を再検討する。

表２-６-２ 処理スケジュール

種類 地震

可燃物 １１，７１８

不燃物 １１，７１８

コンクリートがら ３３，８５４

金属 ４，２９７

柱角材 ３，５１６

合計 ６５，１０３

１年目 ２年目 ３年目

前期 後期 前期 後期 前期 後期

仮置場指定･設置

災害廃棄物の搬入

災害廃棄物の処理

仮置場の撤去
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（４）処理フロー
災害廃棄物の処理のスピード化と再資源化率を高めるためには，混合状態を防ぐこ
とが重要であることから，その後の処理方法を踏まえた分別を徹底するものとする。
混合廃棄物を減らすことが，復旧のスピードを高め，再資源化・中間処理・最終処分
のトータルコストを低減できることを十分に念頭に置くものとする。
災害廃棄物処理の基本方針，発生量，廃棄物処理施設の被災状況を想定しつつ，分別・処理
フローを設定する。

図２-６-２ 災害廃棄物処理フロー例
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（５）収集運搬
発災後，災害廃棄物の収集運搬と避難所および家庭から排出される廃棄物を収集す

るための車両を確保する。収集運搬車両および収集ルート等の被災状況を把握し，避
難所，仮置場の設置場所，交通渋滞等を考慮した効率的な収集運搬ルート計画を作成
する。通常使用している収集車両が使用できないなど不足する場合は，協定に基づ
き，関係団体に支援を要請する。
災害廃棄物処理の進捗状況や仮置場の集約，避難所の縮小などの変化に応じて収集

車両の必要数を見直し，収集運搬ルートの効率化を図る。
なお，平時の対策として，建設業協会や産業廃棄物協会等と事前に協力体制および

連絡体制の検討を行う。また、収集運搬車両の駐車場所が低地にあるなど，被災リス
クが想定される場合は，事前に対策を講じるよう関係者と調整を行う。

（６）仮置場

１）仮置場候補地の選定
災害廃棄物により生活環境に支障が生じないようにするためには，発災後，速やか

に仮置場を設置し，生活圏から災害廃棄物を撤去することが重要である。災害廃棄物
は膨大な量になることが見込まれることから，直接処理施設への搬入が困難となることが
想定されるため，仮置場を設置するものとし，平時にその候補地を選定する。候補地
については，随時見直しを行い，発災時の状況に応じ設置するものとする。
なお，本市における仮置場の必要面積は，２.２haと推計される。

※仮置場候補地の選定の際に考慮する点

２）住民への仮置場の周知
仮置場を設置した時には，場所，受入れ期間（時間），分別，持込禁止物等を明確

にしたうえで広報を行う。
広報は，インターネット，チラシ，放送等複数の方法により行い，全世帯へ周知で

きるようにする。

３）仮置場の設置，運営
平成23年東日本大震災や平成28年熊本地震など過去の大災害の教訓から，処理期

間の短縮，低コスト化，生活環境の保全や公衆衛生の悪化の防止等の観点から，搬入
時から分別を徹底することが重要とされているため，本市においても同様に行う。

◆仮置場の選定は，候補地リストの中から，市災害対策本部内で調整のうえ行う。
◆仮置場候補地は，平時若しくは使用前に土壌調査をしておくことが望ましい。
◆保管する予定の廃棄物の性状に応じて，シート敷設や覆土等土壌汚染防止対策を検
討する。

≪選定を避けるべき場所≫
・応急仮設住宅の建設地として指定されている施設及びその周辺は避ける。
・周辺住民，環境，地域の基幹産業への影響が大きい地域は避ける。
・土壌汚染の恐れがあるため，農地はできるだけ避ける。
・浸水想定区域等は避ける。
≪候補地の絞り込み≫
・重機等による分別・保管をするため，できる限り広い面積を確保する。
・公園，グラウンド，廃棄物処理施設等の公有地。
・未利用工場跡地等で長期間利用が見込まれない民有地。（借上げ）
・アスファルト等舗装してある場所が望ましい。
・候補地に対する他の土地利用（自衛隊野営場，避難所，応急仮設住宅等）
のニーズの有無を確認する。（防災担当部署と協議しておく）

・効率的な搬入出ルート，必要な道路幅員が確保できる。
・長期間の使用が可能。
・道路渋滞や周辺への環境影響を十分考慮する。
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◆仮置場では，円滑に通行できるよう一方通行の動線とすることに努める。
◆仮置場内の分別品目ごとに看板を設置する。（平時に作成しておく）
◆生ごみは搬入不可とする。また，家電４品目（エアコン，テレビ，冷蔵庫，洗濯
機）は可能な限り，買い替え時に購入店に引き取ってもらうようにする。
◆災害廃棄物は種類ごとの発生量や体積の違いを考慮し，区分ごとのスペースを決め
る。
◆分別品目ごとに作業員を配置し，分別配置の指導や荷下ろしの補助を行う。
◆火災防止のため，ガスボンベ，灯油タンク等の危険物は搬入しないようにする。搬入
されてしまった場合は，他の災害廃棄物と分けて保管し，可燃性廃棄物の近くに置かないよ
うにする。

◆状況に応じ，不法投棄の防止や第３者の侵入防止，強風による飛散防止，騒音の軽減を図る
ため，仮置場周囲に，フェンス等の囲いを設置する。

図２-６-３ 仮置場の分別配置の例

※分別配置等は例であり，災害の種類や規模，仮置場の場所によって変化する。
※災害廃棄物の分別区分は，平時のごみの分別区分を参考に，処理業者等の関係者と協
議して決めるのが望ましい。

※出入口は２箇所が望ましいが，１箇所の場合は，車両が交差することによる渋滞を防
止するため，仮置場の動線は時計回りにする。

４）仮置場の復旧
仮置場を復旧する際は，土壌分析等を行うなど，土地の安全性を確認し，原状回復

に努める。また，迅速な処理終結のために，復旧ルールを検討していく。

（７）環境対策，モニタリング

１）基本方針
環境対策及びモニタリングを行うことにより，廃棄物処理現場（建物の解体現場や

仮置場等）における労働災害の防止，その周辺等における地域住民の生活環境への影
響を防止する。環境モニタリング結果を踏まえ，環境基 準を超過する等周辺環境等への
影響が大きいと考えられる場合には，専門家 の意見を求め，的確な対策を講じ環境影響を最
小限に抑える必要がある。

２）環境影響とその要因
災害廃棄物処理に係る主な環境影響と要因を表２-６-３，主な環境保全策を表２-

６-４に示す。
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表２-６-３ 災害廃棄物処理に係る主な環境影響と要因

影響項目 対象 主な環境影響と要員

大気

被災現場
(解体現場等)

・解体・撤去作業に伴う粉じんの飛散
・アスベスト含有廃棄物（建材等）の解体に伴う飛散

運搬時
・廃棄物等運搬車両の走行に伴う排ガスによる影響
・廃棄物等運搬車両の走行に伴う粉じんの飛散

仮置場

・重機等の稼働に伴う排ガスによる影響
・中間処理作業に伴う粉じんの飛散
・アスベスト含有廃棄物（建材）の処理によるアスベストの
飛散

・廃棄物からの有害ガス、可燃性ガスの発生
・焼却炉（仮設）の稼働に伴う排ガスによる影響

騒音・振動

被災現場
(解体現場等)

・解体・撤去等の作業時における重機等の使用に伴う騒音・
振動の発生

運搬時 ・廃棄物等運搬車両の走行に伴う騒音・振動

仮置場
・仮置場での運搬車両の走行による騒音・振動の発生
・仮置場内での破砕・選別作業における重機や破砕機等の
使用に伴う騒音・振動の発生

土壌

被災現場 ・被災地内のPCB廃棄物等の有害物質による土壌への影響

仮置場
・仮置場内の廃棄物からの有害物質等の漏出による土壌へ
の影響

臭気 仮置場
・仮置場内の廃棄物及び廃棄物の処理に伴って発生する
臭気による影響

水質 仮置場

・仮置場内の廃棄物に含まれる汚染物質の降雨等による
公共用水域への流出

・降雨等に伴って仮置場内に堆積した粉じん等の濁りを
含んだ水の公共用水域への流出

・焼却炉（仮設）の排水や災害廃棄物の洗浄等に使用した
水（排水）の公共用水域への流出

その他
(火災)

仮置場 ・廃棄物（混合廃棄物、腐敗性廃棄物等）による火災発生
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表２-６-４ 災害廃棄物への対応における環境影響と環境保全策

出典：災害廃棄物対策指針技術資料（環境省，平成 31 年４月）【技 18-５】

３）仮置場における火災対策
仮置場における火災を未然に防止するための措置を実施する。また，万一火災が発
生した場合に，二次被害の発生を防止するための措置も併せて実施する。
災害廃棄物が高く積み上がった場合，微生物の働きにより内部で嫌気性発酵すること
でメタンガスが発生し，火災の発生が想定されるため，仮置場に積み上げられる可燃性廃棄
物は，高さ５ｍ以下，一山当たりの設置面積を２００㎡以下にし，積み上げられる山と山
との離間距離は２ｍ以上とする。また，火災の未然防止措置として，日常から，温度
監視，一定温度上昇後の可燃ガス濃度測定を行うとともに，散水の実施，堆積物の切
り返しによる放熱，ガス抜き管の設置などを実施する。
万一火災が発生した場合は，消防と連携し，迅速な消火活動を行う。消火器や水な

どでは消火不可能な危険物に対しては消火砂を用いるなど，専門家の意見を基に適切
な対応を取る。

図２-６-４ 理想的な仮置場の廃棄物堆積状況

影響項目 環境影響 対策例

大気

・解体・撤去，仮置場作業に
おける粉じんの飛散

・石綿含有廃棄物(建材等)
の保管・処理による飛散

・災害廃棄物保管による有
害ガス，可燃性ガスの発生

・定期的な散水の実施
・保管，選別，処理装置への屋根の設置
・周囲への飛散防止ネットの設置
・フレコンバッグへの保管
・搬入路の鉄板敷設等による粉じんの発生
抑制

・運搬車両の退出時のタイヤ洗浄
・収集時分別や目視による石綿分別の徹底
・作業環境，敷地境界での石綿の測定監視
・仮置場の積み上げ高さ制限，危険物分別
による可燃性ガス発生や火災発生の抑制

騒音・振動

・撤去・解体等処理作業に伴
う騒音・振動
・仮置場への搬入，搬出車両
の通行による騒音・振動

・低騒音・低振動の機械，重機の使用
・処理装置の周囲等に防音シートを設置

土壌等
・災害廃棄物から周辺土壌
への有害物質等の漏出

・敷地内に遮水シートを敷設
・ＰＣＢ等の有害廃棄物の分別保管

臭気
・災害廃棄物からの悪臭 ・腐敗性廃棄物の優先的な処理

・消臭剤，脱臭剤，防虫剤の散布，シート
による被覆等

水質

・災害廃棄物に含まれる汚
染物質の降雨等による公
共水域への流出

・敷地内に遮水シートを敷設
・敷地内で発生する排水，雨水の処理
・水たまりを埋めて腐敗防止
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（８）損壊家屋等の撤去(必要に応じて解体）

１）損壊建物・倒壊の危険がある建物等（以下「損壊建物等」という。）の処理等
発災直後は人命救助を最優先するために，緊急車両等の通行の妨げとなる道路上の

散乱物や道路を塞いでいる損壊建物等の撤去等を行わなければならない。
道路啓開は国，県及び本市道路関係部署が行うが，がれき等処理担当は，啓開開始

により生じた災害廃棄物等を仮置場等への搬入を指示し，協力を行う。廃建材等には
アスベストが混入されている恐れもあることから，作業を行う者は廃建材等の性状を
観察して，アスベスト等が混入している恐れがあるときは，他の廃棄物とは別に集積
し，飛散防止対策等を講じる。
損壊建物等の解体撤去等について，環境省災害廃棄物対策指針技術資料【技 １-

15-１】において「東北地方太平洋沖地震における損壊家屋等の撤去等に関する指
針」（平成23年３月25日，被災者生活支援特別対策本部長及び環境大臣通知）が出さ
れていることから，これを参考として処理等を行う。

表２-６-５ 東北地方太平洋沖地震における損壊家屋等の撤去等に関する指針

【指針の概要】

① 損壊してがれき状態になっている建物及び元の敷地外に流出した建物については，

地方自治体が所有者などの利害関係者の連絡承諾を得て，または，連絡が取れず承

諾がなくても撤去することができる。

② 一定の原型を留め敷地内に残った建物については，所有者や利害関係者の意向を確

認するのが基本であるが，所有者等に連絡が取れない場合や，倒壊等の危険がある

場合には，土地家屋調査士等の判断を求め，建物に価値がないと認められたものは，

解体・撤去できる。その場合には，現状を写真等で記録する。

③ 建物内の貴金属やその他の有価物等の動産及び位牌，アルバム等の個人にとって価

値があると認められるものは，一時又は別途保管し所有者等に引き渡す機会を提供

する。所有者が明らかでない動産については，遺失物法により処理する。それ以外の

ものについては，撤去・破棄できる。

④ アスベストが混入しているおそれがある場合は，飛散等防止を行いながら別に集積

し，法令等に従って処理を行う。

【作業フロー】



23

出典：災害廃棄物対策指針技術資料（環境省，平成 26 年３月）【技１-15-１】

２）被災家屋等の解体・撤去
被災家屋等の解体は，本来，私有財産の処分であり，原則として，所有者の責任によ
って行う。ただし，国が特例措置として，市町村が損壊家屋等の解体を実施する分を
補助金対象とする場合がある（公費解体）。
災害の規模等によって補助金対象かどうか異なるため，環境省に確認し，補助金の

対象となる場合は，本市で公費解体を行う。
公費解体を行う場合でも，残置物（家財道具、生活用品等）は所有者の責任で撤去し
てもらう必要があるため，所有者に対し，解体工事前に撤去するよう指示する。

＜公費解体の手順＞
公費解体を行う場合の手順を図２-６-５に示す。

図２-６-５ 公費解体における手順の例

出典：災害廃棄物対策指針（環境省，平成 30 年３月）図２-２-３を編集

【留意点】

① 家屋の解体等は，建築・土木関係の技術的な事務もあるため，技術系部署の応援

を要請する必要がある。

② 可能な限り所有者等へ連絡を行い，調査計画を事前に周知した上で被災物件の立

ち入り調査を行う。

③ 一定の原型を留めた建物及び倒壊の危険があるものは土地家屋調査士を派遣し，

建物の価値について判断を仰ぐ。

④撤去・解体の作業開始前および作業終了後に動産，思い出の品等を含めて，撤去前後の写真

等の記録を作成する。

⑤ 撤去及び解体作業においては，安全確保に留意し，粉塵等の飛散防止等のため適宜散水

を行うとともに，適切な保護具を着用して作業を実施する。

⑥ 廃棄物を仮置場へ撤去する場合は，木くず，がれき類，金属くず等の分別に努

め，できるだけ焼却及び埋立の処分量の減量化に努める。
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＜業者との契約＞

公費解体については，申請件数が少ない場合には１件ごとに解体工事の設計を行い，
入札により業者を設定する。ただし，大規模災害において，１件ずつの契約が現実的
でない場合は，解体標準単価を設定し，随意契約（単価契約）等を検討する必要があ
る。

＜石綿対策＞

アスベスト含有成形板等の（発じん性が比較的低い）レベル３建材は多くの家屋に
使用されており，この建材は多くの家屋に使用されており，解体撤去工事に当たり，
アスベストに関する事前調査が必要となる。
事前調査により把握した石綿含有建材の使用状況を確認し，その情報を関係者へ周

知し，他の廃棄物への混入を防ぐ。
石綿含有建材を使用した被災家屋の解体・撤去，石綿を含有する廃棄物の撤去や収

集・運搬に当たっては，環境省が策定した「災害時における石綿飛散防止に係る取扱
いマニュアル（改訂版）」を参照して安全に配慮する。

＜太陽光パネル，蓄電池等への対応＞

太陽光発電設備や家庭用，業務用の蓄電池等の撤去に当たっては，感電のおそれが
あるため，取扱いに注意する。
電気自動車やハイブリッド車等の高電圧の蓄電池を搭載した車両を取扱う場合に

は，感電する危険性があることから，十分に安全性に配慮して作業を行う。

（９）選別・処理・再資源化

◆災害廃棄物等の再生利用を進めることは，最終処分量を削減し，処理期間の短縮な
どに有効であるため，あらかじめ検討した処理フローに基づき，廃棄物ごとに表２-
６-６にある留意点に配慮し，処理と再生利用，処分の手順を定める。
◆災害時には，様々な種類の災害廃棄物が発生することから，平時に処理可能な事業者
を検討する。
◆災害応急時においても，今後の処理や再生利用を考慮し可能な限り分別を行う。
◆分別品目の種類は，平時のごみの分別区分を参考に，処理業者等の関係者と協議し
て決定する。
◆廃棄物の腐敗等への対応を検討します。害虫駆除や悪臭対策にあたっては，専門機
関に相談のうえで，殺虫剤や消石灰，消臭剤等の散布を行う。
◆緊急性のある廃棄物以外は混合状態とならないよう，収集時又は仮置き時での分
別・保管を行う。

表２-６-６ 廃棄物種類毎の処理方法・留意事項等

種類 処理方法・留意事項等

混合廃棄物 ・混合廃棄物は，有害廃棄物や危険物を優先的に除去した後，再資
源化可能な木くずやコンクリートがら，金属くずなどを抜き出し，
トロンメルやスケルトンバケットにより土砂を分離した後，同一
の大きさに破砕し，選別（磁選，比重差選別，手選別など）を行
うなど，段階別に処理する方法が考えられる。

木くず
・木くずの処理に当たっては，トロンメルやスケルトンバケットに
よる事前の土砂分離が重要である。木くずに土砂が付着している
場合，再資源化できず最終処分せざるを得ない場合も想定される。
土砂や水分が付着した木くずを焼却処理する場合，焼却炉の発熱
量（カロリー）が低下し，処理基準（800℃以上）を確保するため
に，助燃剤や重油を投入する必要が生じる場合もある。

コンクリート
がら

・分別を行い，再資源化できるように必要に応じて破砕を行う。再
資源化が円滑に進むよう，コンクリートがらの強度等の物性試験
や環境安全性能試験を行って安全を確認するなどの対応が考えら
れる。
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出典：災害廃棄物対策指針（環境省，平成 30 年３月）表２-３-１を編集

（10）最終処分
あらかじめ検討した処理フローに基づく最終処分場は，表２-６-９のとおりとす

る。
遮水設備を有しない最終処分場で災害廃棄物の埋立を行う場合は，搬入された廃棄

物の展開検査を行うなど，安定型に準ずる廃棄物以外の廃棄物の混入を防止する措置
を講じる。

家電類 ・特定家庭用機器再商品化法（以下「家電リサイクル法」という。）
の対象製品（テレビ，エアコン，冷蔵庫・冷凍庫，洗濯機・乾燥機）
については，買い替え等に併せ，原則として所有者が家電リサイク
ル法ルートでリサイクルを行う。

・市が処理する場合においては，「災害廃棄物対策指針」を参考に，
次のとおり処理する。
○分別が可能な場合は，災害廃棄物の中から可能な範囲で家電リサ
イクル法対象機器を分別し，仮置場にて保管する。

※時間が経ってからメーカー等から方針が示されることもあるの
で，保管場所に余裕があるならば，処理を急がないことが重要で
ある。

○破損・腐食の程度等を勘案し，リサイクル可能（有用な資源の回収
が見込める）か否かを判断し，リサイクル可能なものは家電リサ
イクル法に基づく指定引取場所に搬入する。

○リサイクルが見込めないものは，災害廃棄物として他の廃棄物と
一括で処理する。

※冷蔵庫・冷凍庫及びエアコンについては，冷媒フロンの抜き取り
が必要であり，専門業者（認定冷媒回収事業所）に依頼する必要が
ある。

※パソコン・携帯電話についても，原則は小型家電リサイクル法に
基づく認定事業者で処理するものとするが，リサイクルが見込め
ないものは，災害廃棄物として他の廃棄物と一括で処理する。

畳
・破砕後，焼却施設等で処理する方法が考えられる。
・畳は自然発火による火災の原因となりやすいため，分離し高く積
み上げないよう注意する。また腐敗による悪臭が発生するため，迅
速に処理する。

タイヤ ・チップ化することで燃料等として再資源化が可能。火災等に注意し
ながら処理する。

漁網 ・漁網には錘に鉛などが含まれていることから事前に分別する。漁
網の処理方法としては，焼却処理や埋立処分が考えられる。ただし，
鉛は漁網のワイヤーにも使用されている場合があることから，焼却
処理する場合は主灰や飛灰，スラグなどの鉛濃度の分析を行い，状
況を継続的に監視しながら処理を進める。

漁具 ・漁具は破砕機での破砕が困難であるため，東日本大震災の一部の被
災地では，人力により破砕して焼却処理した事例がある。

肥料・飼料等
・肥料・飼料等が水害等を受けた場合は（港の倉庫や工場内に保管さ
れている肥料・飼料等が津波被害を受けた場合も含む），平時に把
握している事業者へ処理・処分を依頼する。

廃自動車
・被災した自動車（以下「廃自動車」という。）及び被災したバイク
（自動二輪車及び原動機付自転車。以下「廃バイク」という。また，
廃自動車及び廃バイクを合わせて，以下「廃自動車等」という。）
は，原則として使用済自動車の再資源化等に関する法律によるリサ
イクルルート又はメーカー等が自主的に構築している二輪車リサ
イクルシステムにより適正に処理を行う。なお，廃自動車等の処分
には，原則として所有者の意思確認が必要となるため，関係機関等
へ所有者の照会を行う。
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住民が直接廃棄物を最終処分場に搬入する場合は，受入手順を周知・広報する。
最終処分場が，不足する場合は，広域的に処分を行う必要があるため，経済的な手

段・方法で運搬できる最終処分場のリストを作成し，民間事業者等との活用も含めて
検討する。最終処分場の確保が困難な場合，県へ支援を要請する。
なお，最終処分場の埋立終了区域は，災害廃棄物，再生利用予定のコンクリートく

ず等の一時的保管場所としての利用を検討する。

表２-６-７ 最終処分場リスト

（11）広域的な処理・処分
自区域内で計画的に廃棄物処理を完結することが困難であると判断した場合は，県

への事務委託（地方自治法第252条の14）を含めて広域処理を検討します。県への事
務委託の内容には次のようなものが考えられます。

①倒壊建物等の解体・撤去
②一次仮置場までの収集運搬・一次仮置場における分別，処理
③一次仮置場からの収集運搬・二次仮置場における分別，処理
④二次仮置場からの収集運搬
⑤処理（自動車，家電，PCB 等特別管理廃棄物，災害廃棄物等）

（12）有害廃棄物・適正処理が困難な廃棄物の対策

◆本市で通常収集・処理を行っていない災害廃棄物は，あらかじめ県及び民間事業
者と取扱い方法を検討し，処理方法を定める。

◆災害時における有害・危険性廃棄物の収集・処理方法における留意事項は、表２-
６-８のとおりとする。

◆有害物質の飛散や危険物による爆発・火災等の事故を未然に防ぐために，有害性物
質を含む廃棄物が発見されたときは，原則的に所有者等に対して速やかな回収を指示
し，別途保管または早期の処分を行う。人命救助，被災者の健康確保の際には特に注意
を要する。
◆混合状態になっている災害廃棄物は，有害物質が含まれている可能性を考慮し，作
業員は適切な服装やマスクの着用，散水などによる防塵対策の実施など，労働環境安
全対策を徹底する。

施設名 事業主体 住所
受入可能な

廃棄物

埋立容量
/残余容量

指宿広域管理型

最終処分場

指宿広域市町村圏

組合

〒891-0701

南九州市頴娃町郡

10995番地1

焼却残渣

不燃残渣

61,000㎥

/19,300㎥

知覧最終処分場
南薩地区衛生管理

組合

〒897-0302

南九州市知覧町郡

15273番地

焼却残渣

不燃ごみ

破砕処理残渣

143,000㎥

/70,000㎥

南さつまクリー

ンセンター

南薩地区衛生管理

組合

〒899-3512

南さつま市金峰町花

瀬215番地1

焼却残渣

不燃ごみ

破砕処理残渣

65,168㎥

/18,462㎥

石垣ごみ処分場 南九州市

〒891-0704

南九州市頴娃町別府

3615番地1

土砂

石類

45,000㎥

/7,500㎥
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表２-６-８ 有害・危険性廃棄物処理の留意事項

出典：災害廃棄物対策指針（環境省，平成 30 年３月）表２-３-１を編集

種類 留意事項等

石膏ボード，
スレート板な
どの建材

・石綿を含有するものについては，適切に処理・処分を行う。
石綿を使用していないものについては再資源化する。

・建材が製作された年代や石綿使用の有無のマークを確認し，処理方
法を判断する。

・バラバラになったものなど，石膏ボードと判別することが難しいも
のがあるため，判別できないものを他の廃棄物と混合せずに別保管
するなどの対策が必要である。

石綿

・損壊家屋等は，撤去（必要に応じて解体）前に石綿の事前調査を行
い，発見された場合は，災害廃棄物に石綿が混入しないよう適切に
除去を行い，廃石綿等又は石綿含有廃棄物として適正に処分する。

・廃石綿等は原則として仮置場に持ち込まないようにする。
・仮置場で災害廃棄物中に石綿を含むおそれがあるものが見つかった
場合は，分析によって確認する。

・損壊家屋等の撤去（必要に応じて解体）及び仮置場における破砕処
理現場周辺作業では，石綿暴露防止のために適切なマスク等を着用
し，散水等を適宜行う。

ＰＣＢ廃棄物

・ＰＣＢ廃棄物は，ＰＣＢ保管事業者に引き渡す。
・ＰＣＢを使用・保管している損壊家屋等の撤去（必要に応じて解体）
を行う場合や撤去（必要に応じて解体）作業中にＰＣＢ機器類を発
見した場合は，他の廃棄物に混入しないよう分別し，保管する。

・ＰＣＢ含有有無の判断がつかないトランス・コンデンサ等の機器
は，ＰＣＢ廃棄物とみなして分別する。

テトラクロロエ
チレン

・最終処分に関する基準を越えたテトラクロロエチレン等を含む汚泥
の埋立処分を行う場合は，原則として焼却処理を行う。

危険物
・危険物の処理は，種類によって異なる。（例：消火器の処理は日本
消火器工業会，高圧ガスの処理はエルピーガス協会，フロン・アセ
チレン・酸素等の処理は民間製造業者など）

太陽光発電設備

・太陽電池モジュールは破損していても光が当たれば発電するため，
感電に注意する。

・感電に注意して，作業に当たっては，乾いた軍手やゴム手袋，ゴム
長靴を着用し，絶縁処理された工具を使用する。

・複数の太陽電池パネルがケーブルでつながっている場合は，ケーブ
ルのコネクターを抜くか，切断する。

・可能であれば，太陽電池パネルに光が当たらないように段ボールや
板などで覆いをするか，裏返しにする。

・可能であれば，ケーブルの切断面から銅線がむき出しにならないよ
うにビニールテープなどを巻く。

・保管時において，太陽電池モジュール周辺の地面が湿っている場合
や，太陽光発電設備のケーブルが切れている等，感電のおそれがあ
る場合には，不用意に近づかず電気工事士やメーカー等の専門家の
指示を受けます。

蓄電池
・感電に注意して，乾いた軍手やゴム手袋，ゴム長靴を着用し，絶縁
処理された工具を使用する。

・電気工事士やメーカーなどの専門家の指示を受ける。
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（13）津波堆積物
津波堆積物の処理フローは，図２-６-６のとおりとする。
発災後，悪臭等により生活環境へ影響を及ぼす可能性があるヘドロ等は，優先的に

除去し，保管場所に搬入する。有害物質を含有する恐れのある場合は，他の廃棄物と
区別して保管する。
津波堆積物は，その性状（ヘドロ，汚染があるものなど）によって適正な処理方法

が異なるので，コストを考慮したうえで，適切な処理方法を総合的に判断するが，可
能な限り中間処理により廃棄物と土砂等を分離して，復興資材等として活用し，最終
処分量を削減する。
津波堆積物を復興事業に活用する場合，土壌汚染対策法を参考として汚染の有無を

確認するよう留意する。資材の品質についての要求水準や活用時期を確認し，必要に
応じて要求水準を満たすよう改良を加える。また，復興資材として搬出する時期を受
入側と調整する。

出典：災害廃棄物対策指針技術資料（環境省，平成 26 年３月）【技１-20-13】

図２-６-６ 津波堆積物の処理フロー



29

（14）思い出の品等
思い出の品等は，表２-６-９のように定める。
思い出の品や貴重品は，保管場所の確保を行い，ルールにのっとり，回収・清潔な

保管・広報・返却等を行う。
貴重品の取扱いについては，警察と連携をはかる。
歴史的遺産，文化財等が他の災害廃棄物と混在しないよう，処理の留意点の周知を

徹底する。

表２-６-９ 思い出の品等の取扱いルール

項目 取扱いルール等

定義
アルバム，写真，位牌，賞状，手帳，パソコン，カメラ，ビデ
オ，携帯電話，貴重品（財布，通帳，印鑑，貴金属）等

基本事項
公共施設で保管，台帳の作成，広報，閲覧，申告等により引き
渡し

回収方法
災害廃棄物の撤去現場や建物の解体現場で発見された場合は
その都度回収する。または住民の持込みによって回収する。

保管方法 泥や土が付着している場合は洗浄して保管する。

運営方法 地元雇用やボランティア等の協力を検討する。

返却方法
基本は面会引き渡しとする。本人確認ができる場合は郵送引
き渡しも可とする。


